
　一軒家をセルフリノベーションした隠れ家
カフェ。身体のことを考えて、その日、その時
期の野菜を使った彩り豊かなランチプレート
とスイーツを提供しています。店内では、手
作り雑貨小物も販売しています。また、イベ
ントも月数回開催しており、LINE 等でお知ら
せしています。お気軽にお立ち寄りください。

【所在地】 飯貝 1983

【駐車場】 8 台程度　 

【営業時間】 11:30～１4:00

【定休日】　日 ・ 月曜日

問 Instagram の DM

　  または LINE から

　　　

　抽選で、ハラハチの「ランチプレート」を 5
名にプレゼントします。専用応募フォーム、ま
たは官製はがきに必要事項を記入し、応募くだ
さい。

【必要事項】　応募者情報（住所・氏名・年齢・連絡先）
　　       　 広報紙に関するご意見・ご感想など
　　

【応募先】〒 321-4395 真岡市荒町 5191 番地
 　　　　　 秘書広報課広報広聴係
 　　　　 「広報もおか６月号プレゼント」担当

＊市内外問わず 1 人 1 通応募可
＊応募数が定数を超えた場合は抽選
＊当選者のみ当選券を発送

ｰ注意事項ｰ

応募フォーム

①① ②②

③③ ④④

14 広報もおか

⑤⑤

応募締切　令和 5 年 6 月 ３０日 （金） ※消印有効読者プレゼント

①ランチプレート　②マーブルバナナケーキ （左） と濃厚ミルクプリン　③手作り雑貨小物　④店内の様子 （14 席）　⑤店舗外観

⑤⑤④④

原町十字路

294

121

61

163
セブンイレブン

ローソン

LINEInstagram

令和 5 年 6 月号 15

　【相談窓口】 消費生活センター （くらし安全課内）

　 ℡ 0285-84-7830　（ハナシテナヤミナシ）

　 平日　9:00～12:00　13:00～16:00　※相談料無料

社員表彰で受賞した福田さん
（写真中央）

令和 4 年度 真岡市消費生活センター相談受付情報

高校時代の福田さん

　私は物井出身で物部中卒業後、真岡女子高へ進
学しました。当時、自転車で通学していた私は、
よく学校帰りにヤマトヤという雑貨屋へ寄り、化
粧品を眺めながらお店の人とお話しすることが楽
しみでした。一方、当時世間では化粧品の成分が
原因で顔にシミが広がる黒皮症が問題になってい
ました。化粧品に興味があった私は、なぜ？と思
うと同時に、安心・安全な化粧品を提供する仕事を
したいと夢を抱いていました。しかし卒業後は、
父の薦めもあり、二宮町役場へ就職。経済課で土
地改良や商工業関係の業務に携わりました。その

ネット通販は注文前に、広告や最終確認画面を

確認し、スクリーンショットで証拠を残しましょう

　ネット通販での「定期購入」の場合、注文の最
終確認画面に①定期購入であること②購入金額の
総額③解約できるかどうか等の契約内容を明確に
表示することが義務付けられました。

消費生活センターメモ　№480

令和4年度消費生活相談受付状況

　真岡市消費生活センターに寄せられた令和 4 年
度の相談は 445 件で、　前年度とほぼ横ばいでした。
年代別では、60 代が最も多く 110 人、次に 50 代
が 74 人、40 代、70 代が各 73 人と、40 歳以上の相
談者が全体の 7 割以上を占めています。

相談内容のトップは「通信販売」

前年度から引き続きネット通販の相談が多い

　「1 回限りのお試し商品のつもりで申し込んだ
ら複数回の購入が条件だった。解約
したくても事業者に電話がつながら
ない 」といった定期購入の相談が
目立ちました。

後結婚を機に役場
を退職し、夫の仕事
の都合で上京。
　東京では、知り合
いも少なく寂しさ
を感じながらも、「何
か行動しなくては」
と思い、薬局の事務

員として働き始
めました。数年
後、念願の美容
部員になる機会
を得たのですが、
夫が水戸へ転勤
となり、美容部員
と し て 2、3 カ 月
しか勤めること

販売購入・形態（商品の種類） 件数
通信販売（ネット通販、偽サイト等） 164
店舗購入（中古自動車、アパート退去等） 75
訪問販売（屋根工事、アナログ戻し等） 32
電話勧誘販売（電話、光回線等） 21
その他・問い合わせ等 153
合計 445

ができませんでした。
　水戸での今後の人生を模索していたある日、近
所の化粧品販売店から商品発表会の手伝いを頼ま
れ、その会場で偶然出会い、感銘を受けたのがノエ
ビアの化粧品でした。そして再び販売員としての
キャリアをスタート。高校生の時に思い描いてい
た、安心・安全な化粧品を提供したいという夢がか
なった瞬間でもありました。その 5 年後、茨城の販
売拠点としてノエビア新水戸販社を自ら立ち上げ、
販売員の育成や販路の拡大に奔走。また、2 児の母
として家事・育児はもちろん学校の PTA 役員など
も務めました。仕事に子育てに忙しい日々でした
が、どちらも好きで両立を楽しんでいました。仕事
は今も続けており、充実した日々を送っています。
　振り返ると、高校時代の思い出がなければ、今の
自分はないと感じています。また、離れても故郷を
思う気持ちは今も昔も変わらず、スーパーでは必
ず栃木県産のいちごを購入したり、テレビに真岡
が出ているととてもうれしい気持ちになります。
これからも故郷への愛を大切に健康に過ごしてい
きたいと思います。


